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HitachiHMC Refrigerating Machines
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Abstract

Internalcombustion englneS driven at2,000rpm to3,000rpm are nowinpro-

duction,but these are not the case with the refrigerating machinein this country.

The ammonia compressor nowingeneraluseis safely stated to have a speed of

400rpm atitsfastest.Since around1949much-higher-thanrnormalrevolution has

beencomlnginto favourintherefrigeratingmachine schemein America,and the

refrigerating machines of radialtype developlng SuCh high speed asl,200rpm,

When the cylinder diameter and the stroke are3}左〝,andl,000rpm,When the

Cylinder diameter5与左〝and the stroke3}i〝,arerealized.

The preference to such higher speeds may be traced to the rapidlygrowlng

demandontherefrigeratingmachinesforusein the o伍cebuilding,mOVietheaters,

restaurantes,preCisioninstrument room,telephone exchangeroom,etC.Where the

room cooling or the air conditioning should be efFected under the following

COnditions:

(1)The refrigerating machine should occupy aslittle space aspossible,andbe

Oflittle weight.

(2)Ⅰ-nStallation should be feasible on buildngfl00r,rOOfor other simplefoun-

dation,and producelittle noise.

(3)Entireautomatic operationto theminimum expensefor operationpersonnel

and others.

(4)The capacity controIshould be done automatically,enabling themachine

Operation at themost丘tted capacity with minimum consumptionofpower.

As theice making and storage equlpment and as the refrigerator for brine

COOling,Sturdy,1arge-Sized refrigerating machinesoflowspeedhavebeenused.But

in recent years,the development of the refrigerating plant has glVen rise to a

StrOng Cry for the automatizationof equlpment,and thisin theendhasurged the

highspeed multi-Cylinder refrigerating machine,entirely automatic,tO be manu-

factured.

The HMC refrigerating machines which Hitachi,Ltd.is supplyingin some

quantities are acqulrlng a favourable market reactionwithitssuccessinmeeting

these requlrementS Of the users.

日立製作所栃木工場
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〔Ⅰ〕緒 言

日 二立

我国において大容量の冷凍機に対する従来の基木的概

念は,低速度にして頑強な機械ということであった｡し

たがって日動運転ほいうにおよばず,きわめて効率の悪

い使用方法をしている現状である｡しかるに近年動力費

ならびに人件費の高踏はビルディング,映画館,レスト

ラントなどの冷房用,あるいは 械室,電話交換茸

などの温湿度調整問の冷凍機とし,また製氷冷蔵設備,

化学工業用ブライン冷却用冷凍機として,つぎの項目の

条件を満足する冷凍機の需要が盛んになった｡

(1)形状がコンパクトで軽量にして据付面積の少い

こと｡

(2)振動音饗が小さくビルディングの屋上その他に

簡単な基礎で運転できること｡

(3)全自動運転が可離であって,人件費などの経責

を最少にできること｡

(4)自動容量 整運転が可能で最 の容量で最小の

第1表 日 立 HMC 冷

第36巻 第8号

動力で運転できること｡

日立製作所においては,我国の代表的冷凍機メ←カ←

としての多年にわたる豊富な技術的経験と,不断の研究

の結果,昭和26年より試作機の工場内における完全な

寿命試験を実施し,材質,性能などを種々検討の結果,

日立HMC冷凍機として 準設計を完成L,目下量産態

努のもとに続々紺荷され,稼動巾のものもきわめて好成

績を得ている｡これらの研究と実績を基礎とし,こゝに

日立HMC冷凍機についてその概略を紹介する次第であ

る｡

〔ⅠⅠ〕仕 楼

第l表および第2表ほHMC冷凍機の標準仕様を示し

ている｡2気筒より8気筒に至るまで,各機稽を通じ内

部の部品はすべて共通品とし,部品の互換性と品質管理

により 一性と,量産方式による製作をきわめて

容易にしている｡第l固より第4図ほ各機種の主要寸泣

を,第5囲,萌`囲および第7囲写真はそれぞれの代表

凍 機 標 準 仕 様(F-12)

Tablel. Standard Specification of HitachiHMC Refrigerating

Machine for F■12

.針

気 筒 配 列

気 筒 径

衝 程

筒 数

回 転 数

-
. ヽ

冷 凍 容 是

電 動 機

容:寂 調 整

甲≠ 動 方 式
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冷凍容一畳は蒸発温度5ロC,凝縮温度300Cの場合である｡
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134.2/14臥4
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第 2 表 日 立 HMC 冷 凍 機 標 準 仕 様(NH3)

Table2. Standard Specification of HitachiHMC Refrigeratlng

Machine for NH3

型 式

気

気

簡 配 列

筒 径

衝 程

気 筒 数

回 転 数

l､:
､

/
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電 動 機
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甲電 動 方 式

-■:･-･-ミ

川 い･
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(R.T.)

(HP)

(%)
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100,66,33

直 結+
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l15
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8
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直 結

AWT2D-

CW

AWVltiD-
CW

W･W

l15

90

12(6×2)

8錮/975

592/656

ⅤⅤ･ⅤV

l15
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72/81 9即109
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冷凍容量は蒸発温度-150C,凝縮温度36DCの場合である｡
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第1図

Fig.1,
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Ⅴベルト駆動型コンプレヅサ

←ユニット
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第2図

Fig.2.
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第4図

Fig.4.
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第5図 HMCコンプレヅサ←ユニット

(FW6R)

Fig･5･HMC Compressor Unit(FW6R)

第6因 HMCコ･:ンプレヅサーユニット

(FWV16D-BW)

Fig.6.HMC Compressor Unit

(FWV16DLBW)

第7図 HMC コ
ンデンシングユニット

(FW6R-AW)

Fig.7.HMC Condensing Unit

(FW6R-AW)

的製品を示している｡従来100HP以上の冷房用冷凍機

ほほとんどターボ冷凍機であったが,宙型直結式のHM

C冷凍機が匿房式冷凍 として次第に採用されるように

なった｡また化学用極低温ブスタrサイクルとしてのブ

スタ←圧縮機に,本機種を適宜に選択採用することによ

り,気筒径衝程ならびに各部品がほとんど共通で,たゞ

気筒数の組合せが異るだけできわめて 率の高い自動容

量調整の可能なブスターサイクルの採用が可能になつ

た｡

また本機ほ第7図写真に見るごとくコンデンシソグユ

ニットとし,凝縮器を圧縮機,電動機の共通架台上に置

き据付面積をきわめて少くすることも可能である｡

(り 気

〔ⅠⅠⅠ〕構

間=配列

造

本機にあっては全体をコンパクトにまとめるため,2

気筒を一つのブロックとしてⅤ型,W型,ダブルⅤ型と

して気筒を配列し,シリンダにはシリンダライナを使用

して,一体のクランクケ←スに挿入し,第8図に示すご

とく8気筒の場合には一つのクランクピンに4箇のコネ

クテンダロッドが,6気筒の場合には3箇のコネクチン

グロッドが取付くごとく,それぞれダブルⅤ型,W型の

複列になっている｡したがって(Dと塗),(勤と(夢,(むと④

のシリンダライナの中心はそれぞれコネクチングロッド

の幅〟だけずれることとなる｡このような特殊な気筒配

列を使用して気筒数を増す理由は,共通部品をできるだ

け多くし量産に適させ,しかも振動に対してきわめて良

好な平衡状態をうるためである｡

(2)吸入弁機構

従来の冷凍機でほ吸入弁はシリンダヘッドに取付け

るものとピストン頂部に取付けるものがある｡前者ほ小

型メチルクロライド,フレオン冷凍機に用いられ,後者

はアンモニア冷凍機に 用されている()これらの構造そ

のままで回転数を高める場合,冷媒ガスの弁通過速度ほ

回転数に比例して増加し,弁の開閉に支障を来し,冷凍

機の故障の原因となる｡したがって回転数の高い場合に

ほこれに比例してかならず弁通過面積を増さねばならぬ

が,従来の構造では十分余裕のある弁座面積を取ること

ほできない｡本機ではこの点を考慮して第9囲に示すご

とく,シリンダライナの外周に付せる鍔の部分に吸入弁

座を設け,吸入ガスほ弁座に沿って設けられた数十箇の

孔より吸入弁を押し上げ,シリンダライナの内部に吸入

される構造になっている｡吸入弁板は弁座とセーフティ

ヘッドとの間隙を上下運動し.,｣ヒープティヘッドに取付

けられた3簡のポリエートスプリングにより吸入弁座に

押付けられているユ
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り｢1正月

車両
≦竺

フ1リー

♂気筒の気筒配列

第8図

Fig.8.

措重か輪
~

｢

♂気短の気筒配列

HMC 冷 凍 横

Cylinder Arrangement of

シリンダ■-ラノナー

/転J_Lしゝ不旦L＼＼､スプリング

第9凶 シリンダライナアッセンブリー

Fig･9.Cylinder Liner Assembly

(3)吐出弁機構

第10図に示すごとく,吐出弁板ほ3枚のダイヤホラム

から成り,セーフティヘッドに設けられた吐出弁座の上

に,特殊のナットおよびl｢rtビスで固 されている｡畦上1_i

弁スプリングほ使用せず,ダイヤホラム自身が右する弾

力により吐出ガスを排出カソトオフするので,高速の運

動をなすにもかかわらず,きわめて静粛な運転ができる(〕

しかも運動部分の慣性力がきわめて少いので,弁座およ

び弁板の

いる｡

耗も少く,耐久力のある吐出弁機構になって

(4)軸封機構

従来アンモニア冷凍機の軸封装置としては,グランド

パッキング式を採用して来た｡これが利点は低速回転に

対しては取扱いが容易で,多少のゴミが油の申こ湿って

気 筒 配 列

HMC Refrigerating Mach;ne

第10図

Fig.10.

目上 出弁 ア ヅ セ ン ブリ ー

Discharge Valve Assembly

も運転には支障のないことであるが,欠点として完全な

軸封が不可能で高速回転にほ適していない｡また従来の

メチルクロライド,フレオン冷凍機では金属ベロ→一式軸

封を採用しているがこの方式も

(A)ペローに耐アンモニア性が無く腐蝕される

(B)ペローの耐圧性が少い

などが欠点である｡水機ではアンモニア用としてもまた

フレオン用とLても使用可能で,高速回転に耐えうる軸

封装置をj采用している｡すなわち第l】図(次貢参照)に

示すごとく,クランクシャフトに巌合密着するラバベロ

←ズアヅセンブリと,スプリングならびに油圧により外

気に対してシ←ルするフロ←テンダシートから成ってい

る｡合成ゴムを使用することにより,シールリングの接

角東庄力ならびに摩 速度はきわめて好条件の値を るこ



1228 昭和29年8月

シールリンクH
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ハウジング◆'
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ス78リング

ス70リング ラハ∵ヾ⊂-アツセンアリ サイドカ/†--クランワシヤフ卜

第11図 シ ャ フト シ′･-･ノル ア ソ セ ン ブリ ー

Fig.11. Shaft SealAssembly

(カ ギヤーポンプ式デー

(参ブ ッ シ ュ

(可 ピ ニ オ ン

④内 接 ギ ヤ
ー

(参偏 心 軸

(むギヤーポンプカバー
(う押 付 バ ネ

(め鋼 球

第12図 ギヤ←ポンプア ヅセ ンブリ･-

Fig.12.Gear Pump Assembly

とができる｡またハウヂングに来る圧力油はシ←ルリン

グの潤滑および冷却を兼ね完全な軸封装置を構成してい

る｡

(5)ギヤーポンプ機構

本機のギヤーポンプは内接ギヤーポンプを使用してい

る｡理由としてほ可逆転 構であること, が小さい

上に外接ギヤ←ポンプに比し吐出効率が高いこと,高速

回転に適していることなどである｡第12図ほ本機のギヤ

←ポンプを示している｡内接ギヤ←ポンプほ歯切り工作

が非常に難しいので国内の冷凍機としては未だ採用され

ていないが,本機にあっては日立製作所独特の歯切方法

により優秀な内接ギヤーポンプを設置している｡

亡○ストン オイルスフレーノヾ-リングー

ピストンリング

第13図 ピ ス ト ン

Fig.13.Piston

(丘)ピストンおよびコネクチングロッド

第13囲および第14図はそれぞれピストンおよびコネク

チングロヅドを示している｡ はン..｢スピ イラ∴

0ヽ
ノの肉

†鋳鉄製プラグタイプで重量を極限にまで軽く,しかも

内面の補強リムによって強度を十分持たしてある｡コネ
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第14図

Fig.14.

コ ネ ク チ

Connect]ng

ン グ ロ ヅ ド

Rod

クチングロヅドほ特殊炭素鋼を使用した精 型鍛造で,

大端部にほ特殊白色合金のクランクピンメタルを抱き,

小端部は耐摩耗性の高い特殊憐青銅を使用している｡ピ

ストンピンの潤滑はコネクチソグロヅドを貫通した泊孔

からの圧力油により潤滑されているLl

(7)クランクシャフト

第15図に示すクランクシャフトほ抗張力の高い炭素鋼

を使用し,表面を熱処矧こより硬度を高め耐磨耗性を増

し,バラソシソダウエイIにより完全なダイナミックバ

ランスを取っている｡

以上概略を記した主要部品およびその他部品に至るま

で,各機稽を通じ互換Ⅰ を右することは言を侯たない｡

バラシシンワ■つエイト

第15図 ク ラ ン ク シ ャ フト

Fig.15.Crank Shaft

江､サク ションノミルププレート

(可 リ フ ト ビ ン

(可 リ フトリ ングス プリ ン グ

庄)リ フ ト リ ン グ

〔ら ヨ ー ク 装 置

垣〕 ピ ボ ッ ト ビ ン

椚 ヨ ー ク 案 内 装 置

極)ピ ン

垣)ヨ ー

ク リ フ ト 抗

㊥･ヨ ー ク ス プ リ ン グ

し亘 ピ ボ ッ ト ピ ン

(画 ピ ス ト ン リ ン グ

唾･ピ ス ト ン

(亘 ソ レ ノ イ ド バ ル ブ

第16囲 ビル/クー社 アンローダト装置

Fig.16.VilterTypeUnloaderAssembly

しⅠⅤ〕容 量 調 整 機 構

冷凍機において負荷の変化に応じて用いられる容量調

整装置は我国においては従来比載的顧みられなかった｡

容量 整法として考えられる方法は

(A)圧縮機の回転を変える法

(B)シリンダにバイパスを付ける法

(C)クリヤランスポケットを作る法

(D)吸入量を絞る法

(E)吐出側より吸入側に戻す法

(F)吸入弁を遊ばす法

などがあるが,(F)項以外はいずれも自動化に難点があ
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㊧ 給 油 管(オイルポンプより)

㊨ アンローダー作用を止めるナット

アンロ>ダ装置 Fig･17･Chrysler Type Un王oader Asミembly

′かニ㌧{--∵痛蔓

刷仁一.㌧豆ヌ:能

ノ′互ノ
~旦■

ノ/.

ヘッドスプリング

スプリ ング安心ナ
リ イ ー ナ ー･

セツティ ーヘッド
シリ ンダラ イ ナ

圧 砺 バ ネ
バ ネ 受 け

D.Ⅴ.プ レ
ート

¢)S.Ⅴ.スプリング

⑯ S.Ⅴ.プ レ
ート

⑪ バ

@ 油 圧ピ スト ン

⑲ 圧 縮 バ ネ

@ ク ラ ンクケース

砺 ス ピ ン ド ル

丁重 揺 動 輸

第18図 HMC 弊 量 調 整 横 倍

Fig.18.HMC Unloading Assembly

クランクケ【ス

(油およ乙1J冷堰ガス居りJ

第19図 ノヽ イ ロ
ッ ト 弁

Fig.19.Pilot Valve

リ,従来大型アンモニア冷凍機に 用され手動操作で行

って来た｡これに対し(F)項の吸入弁を遊ばす法ほ,最

も自動容量調整に適L,各国でもこの方法を採用してい

る｡第l`図はアメリカのビルタ←社のアンローダ機構で
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芝巨 ヤ､ニー･ヒ~/≡.トン

て濱
≠

第20図 アンローダピストンおよびシリンダ

ライナ

Fig.20.Unloader Piston and Cylinder

L∃ne王･

容量昌周雛 〝〝% 材%しだ%

第21図 6 シリンダの場合のアンローダピス
ト ン

Fig.21.Unloader Piston for6Cylinders

度量鞘′･ブβ%!ガ%〟%

油圧

l

l
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】

∴肋′上l

●ヽ
l

l彪2

l
l

ヒ朴ノープー リ
ー

第22区18 シリンダの場合のアンロ←ダ
ピストン

Fig.22.Unloader Piston for8Cylinders

第23図

Fig.23.

HMC冷凍検圧カスイ ッチ

Pressure ControISwitches of

HMC Refrigerating Machine

あるが,作動原圧力としては吐Ⅲガスの高圧ガスを使Ⅲ

Lている｡第17図ほクライスラー社のアンロ←ダ機構を

示しているが,作動院庄力とLてはギヤ←ポンプよりの

圧力油を使用している｡.日立HMC冷凍機でほ圧力油な

らぴにガス圧を併用する方法を採っている｡その 構お

よび構造は第柑図に示す通りであるが,図に示す通りア

ンローダピストンの 運動は(第20図に示す)シリン

ダライナの周囲にある揺動輪に回転運動を与え,揺動輸

の上面は斜面のあるカム機構になっていて,この斜面に

直立するバ←を上下連動させ,吸入弁を上下して開放,

閉鎖する｡第18図(A)はロトド状態を,(B)ほアンロ←

ド状態を示している｡アンロ←ダピストンの

ピストンの前後にかかる油圧とバネの相互作用によって

行われ,油圧がビス1､ン頂部にかかったときはスピンド

ルは(A)のごとくなり,ロード状態となる｡また油圧が

切れてバネカによりスピンドルが左 動をすると(B)の

ごとくアシ/tl･-ドの状態となる｡この油圧の入,切を行

うのが第19図に示すパイロット弁である｡このパイロッ

ト弁は自動,手動ともに作動させることができる｡すな

わち自動の場合ほ吐出ガス,手動の場合ほ手動スピンド

ルの作用によりパイロットピストンをバネカに抗して運

動させ,油圧がアンロ←ダピストンに加わるのを 断す

る｡同時に今迄加わっていた油圧を,パイロットピスト

ン巾の小孔を通して,クランクケ←ス内に逃す｡したが

って吸入弁ほアンロ㌧-ド状態となる｡つぎにロ㌧-ド状態

にするには手動スピンドルを戻すか,またほ高圧ガスを

断するこれによってパイロットピストンほバネカによ

り作動L,油圧をアンローダピストンに加え,ロ→-ド状

態とするい以上のごときアンロ←ダピストンと,パイロ

ットピストンとの関連ある動作により容量調整を行うの

であるが第2咽および第22図に示すごとく2箇のシリン

ダを1つのブロックとし,アンローダピストンを設置す
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圧縮機劇自如運転配絹

今鞠愚ガ等1~震訂
フ

堀 濫雲欝≡彗
旦夕､

瀾ベル

趣一画

関連作

ラースイ■リチ

A:交流電流計

P.l｣∴ 表 示 灯

l｣TC.:低電圧引外線輪

Au.S∴ 補助円閉幕

0.C.1㍉:■抽 入遮断器

第25図 温度調整による自動容量調整電気配線図

Fig･25･Wirjng Diagram for Automatic

Capacity Controlby Thermostat

る数により,容量調整の段階が沢還される√,すなわち6

気筒でほ100%,66%,33%,8気筒では100%,75為,

50%にしている｡アンロ←ダピストンの数を増せば容量

調整の段階も増加するが,本機にあってほ実際の運転の

場合標 仕様に示すごとき程度で十分である｡これらの

整を日動的に行うのに,第23図に示すごとき圧力スイ

･ソテ項およぴソレノイド弁を使用している｡すなわちパ

イロット弁に吐出ガスを日動的に通気あるいは 断する

のに低圧圧力スイッチ(エ.P.)とソレノイド弁(S･レr･)の

S.1J.: シグナノレジンプ

PJL∴:.パイロットランプ

A:電 流

Ⅴ:電 圧

F:7 ユ ー

計
弘
封
ズ

S:ス イ ッ チ

Ks:ナイフスイッチ

第24図

HMC冷凍機自動容量

調整電気配線図

Fig.24.

WiringDiagramfor

Automatic Capacity

Control

によっている｡エ.P.の代りに温度調節計を使用

Lても艮い｡第24囲ほエ.P.を2簡便用した場合の日動

容量 整電気配線図であり,第25図は温度 節計を使用

した場合の電気配線図である(つエア.または温度 節計を

冷凍サイクルの諸条件に適合した調整を段階をつけて行

うならば100.%-より停止に至るまで,きわ汐)て効率良き

日動容量調整運転を行うことができる｡

その他自動安全装置として,安全弁,油圧 節弁,油

安全弁,オイルプロテクションスイッチ(0.P.),デュ

アルプレ.ソシャースイッチ(β.P.)を使用している｡す

なわちなんらかの原因により油圧が下った場合,メタル

その他摺動部の焼損を防止するため甘動的に冷凍機を停

止せしめるのが0.P.であり,異常高圧,異常低圧に対

して冷凍機を停止せしめるのがβ.P.である｡以上のご

とき日動容量調整装置ならび隼安全装置により,完全に

無人運転が可能になった｡掛こ冷凍機は空気圧桁機と異

り負荷の変動が激い､上,冷媒ガスが運転状i加こよって

は,飽和ガス,湿りガス,過熱ガスなど種々その状態を

変化するので,従来ほ運転操作がきわめて難しくかなり

の経験と熟練を要したものであるが,本HMC冷凍機

により比穀的未経験な運転技術者でも容易に取扱えるよ

うになった二

LV｣性 能

第2`図はAWV8R-CWの空気運転性能曲線を示して

いる｡同声畳の縦型2気筒360rpm,気筒径230mm,

衝程230rnmのものと比薮して容積効率は多少下るが圧

ーセン†上廻っている｡

第27図はHMCは冷凍機を冷房用に使用した場合の各

機種の蒸発圧力に対する特性曲線である(=本曲線は凝縮
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第27図

Fig.27.

FW6R-AW性能 曲 線

Characteristic Curve for

FW6R-AW

温度30ロCの場合の冷凍容量を%で示している｡すなわ

ちAβ曲線は100%,βCほ66%,Gダは33%,β′C′

ほ75%,G′ダ′は50%容量を表わす〔｣負荷が変化L,蒸

発圧力が下るかあるいは蒸三 温度が下った場合,エ.ア･も

しくは温度調節計の作用によりソレノイド弁に通電し,

No.1のアンローダが作動すると,冷 磯風呈すなわち

冷凍容量ほF.働的に･βC曲線笹移行する√166%または

75%の運転で圧力が上昇する場合は元の状態100%iこ

再び移行するが,なお負荷が減少し,圧力または温度

が下る場合には,No.2のアンローダが作動L,容易は

CダもしくはG′ダ′の練に移行し,さらに負荷が変化す

る場合,冷凍機ほついに打点にて[】動的に停止する｡負

第26図

AWV8R-CW空気運転

性能悶繰

Fig.26.

Characteristic Curve of

AirTest for AWV8R-CW

ーー､-W･一皿･･ 仁凝溌打肝転

彪曙褒荷 シリンクニへ】リ.ド乃/トJ〟が碑(シ1ノF

+｣侮･W｣
l

角力闘憾劇

圧縮撞/珊転 †施.町

椚唐花 ツノンダ仏へ-リド用で一一上郡-ほ(ごント封＼直角頂浅井板射

卜一山仙W一圧縮辟凋転 ､､-■`宛鋸酔

J器負詣 ツノンダニヘリドナ】けⅥ上郡:.碩イシャフト淫噛方向)放拙

策28図 振動波形オヅ シ ログラ ム

Fig.28.Oscillogram of Vibration

荷が回復し圧力あるいほ温度が上昇する場合には,ガタC

Cノ1(ⅣC′C′月)の線に滑って運転し,100%容量運転

に復する｡

第28図に示すものは本機の運転状態の振動波形オシロ
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グラムの一例である｡負荷ほ100%,6略,33′%■と変化

するにしたがって,実際に仕事をするシリンダの数は

6,4,2ときわめて不平衡な運動をなすのであるが,外

部に現われた振動波形ほ図にてわかるごとくほとんど大

差はなくきわめて良好な運転状況を示している｢.

LVl二1結 ■吉

HMC冷凍機の全体を概念的に一通り眺めて見たので

あるが,これを綜合的に見て特につぎの諸点を特長とし

て採り上げることができる｡

(り 自動容量調整

冷凍サイクルの負荷の増減に応じてlOO.%より33%′

まで自動的に冷凍機のt吸込風量を変化させ,最適容量で

しかも最高の効

勲,中型冷凍 のでご

転者が常に圧力計,

転ができる｡Lたがって従 の大

とく運転■11の員宥寺の変動に対して運

温度計,その他の計器を宗祖Lて運

転調整してやる必要がなく,機械の保守による人件費も

きわめて少くなるこ〕

(2)全自動運転

智東: 節機構はそのままスタ←ナングアンローダとも

なるので,軽負荷の起動をする｡Lたがってラインスタ

←トの電動機を使関することにより,自動停止,起臥､

ずれも可能で完全無人運転が可能である｡

(3)据付面積

冷凍機のシリンダの配列上全体がコンパク1､にまとま

るので,その据付面積ほ他の同容量冷凍機に比厳して30

%ないし50.%程度ですむ｡Lたがってビルの地下室と

かあるいほ屋上とか,据付面積の制限された場所に据付

が可能である｡

評 論 第36巻 第8号

(4)振動が少い

運動部分の動的,静的バランスが完全に取れているの

で振動は少く,静粛な運転をするので特に振動音響を非

常に嫌う温湿度 整冷房用冷凍機として最適である｡

(5)無事故運転

安全 置が完備しているのでいかなる異状一々況にても

自動的に停止し,事故を未然に防ぎ,完全なる無事故運

転が可能である｡

(`)部品の互換性

主要部晶ほ2気筒より8気筒に至るまで完全な互換性

を右す⊂特にシリンダライナを使用しているので磨耗交

換の場合は短時間にて行える｡従来の冷凍機ほシリンダ

のボ←リングに相当の口数を費Lていたが木機では僅か

1時間程度である｡

(7)直結運転

特別大きいはずみ車効果は必要とL′ないので,電動機

云が可能である｡したがって2,3,6,8気筒を2

台直結にして4気筒から16気筒までの適当な容量を持

たせることが可召巨で,Lかも1台をブスタ,1台を高圧

側とLた極低温ブスタサイクル冷凍機としても最適であ

る｡

以上のごとくHMC冷凍機は従来の冷凍 に比し華多

のすぐれた点を有しているが,今後ますますこの種冷凍

機の新分野の開拓と研究発展を期する次第である｡
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